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乳用牛群検定は、検定員が毎月酪農家を訪

問し、乳量、乳成分、繁殖、飼料給与などを

調査し、その結果を検定成績表として酪農経

営に役立てる事業です。乳用牛群検定で行え

る改善は大きく４つをあげられ、具体的には

①飼養（健康）管理、②繁殖管理、③乳質・

衛生管理、④遺伝的改良になります。このよ

うに酪農経営にとって欠かすことのできない

技術的改善を広く行える乳用牛群検定は４０余

年の歴史があり、全国の約半数の酪農家が参

加しています。

さて、このように幅広い活用のできる乳用

牛群検定ですが、本年１月から、検定成績表

に新情報として、気象情報を表示しています。

気象は生乳生産に強く影響する事象です。「今

年の夏は暑くて、乳量や繁殖が悪くて…」も

う耳にタコができるくらいに毎年繰り返され

る会話です。これほどまでに影響が大きいの

であれば、本来毎日気温を測り、その対策を

練ることが必要なはずです。ところが、これ

までは一部の試験場を除き、こういった試み

はほとんど行われていません。そこで、乳用

牛群検定において気象情報を取り込み、活用

することを可能としました。

気象情報について

（１）気象情報の必要性

気象は乳牛に直接影響するものと、圃場の

飼料作物を通して影響するものの２通りがあ

ります。直接影響するものの代表例はやはり
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夏季の暑熱があげられます。「去年は暑かっ

た、仕方がない…」で済ませずに、「去年の

○月○日には平均気温が○度で、最高気温が

○度となったことから、乳量が減った」と記

録しておけば、その対策も自ずと変わってき

ます。また、最近では、子牛の損耗とし

て寒冷対策も注目されています。

飼料作物としては、降水量や日照時間

が問題となりやすく、不作となった場合

はやはり、生乳生産に大きく影響を与え

ます。

（２）表示される気象情報

図１に、新しく表示される気象情報の

見本を示しました。表示されるのは、検

定日の平均気温、最高気温、最低気温、

降水量、日照時間、積雪の６項目です。

ただし、積雪は北日本や日本海側などの

降雪地域のみの表示です。気温などは温

度計一本で測れるものですが、牛舎、パー

ラー、圃場など測定地点や日当たりで全

く異なり、正確に同一条件で測定するの

は難しいものです。

そこでテレビの天気予報でおなじみの

アメダス（図２、３）と連携して、その気象

情報を検定成績表に表示します。アメダスは

昭和４９年１１月に運用開始された気象庁の観測

システムです。現在は、全国に約８４０ヵ所設

置されています（大きな災害を招く雨量につ

（図１）気象情報の表示例

検定日の平均気温、最高気温、最低気温、降水量、日照時間、積雪の６項目を表示。
ただし、積雪は北日本や日本海側などの降雪地域のみの表示

（図２）アメダスの例（仙台管区気象台）

アメダス：AMeDAS
AutomatedMeteorologicalDataAcquisitionSystem

地域気象観測システム

（図３）アメダスの観測機器

気温 雨量 積雪 風向・風速



2017.2.15 No.327 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

3

���

���

��

いては約１３００ヵ所）。間隔としては約２１km間

隔の設置になっています。牛群検定では、検

定農家一戸一戸について、８４０ヵ所のアメダ

スから距離的に一番近いアメダスを選び出し

て、その気象情報を検定成績に表示すること

としました。検定農家からは平均約１０km程度

離れたアメダス気象情報となります。各地の

アメダスから乳用牛群検定に取り込まれ、検

定農家に届けられるまでの連携を図４に示し

ました。

（３）気象情報の性質

アメダスからの情報支援には制限があるた

め、牧場の所在地の天気予報とは少々のズレ

が発生します。提供される情報は１時間ごと

の情報になります。気象庁の天気予報はそれ

こそ秒間隔のデ－タです。ですから、そこか

ら計算される最高、最低、平均は多少の誤差

があります。

（４）牛舎環境とアメダス気象情報

アメダスは気象庁の最新鋭のハイテク機器

による非常に精緻なものです。しかし、平均

で約１０km離れたアメダスといっても、やはり

検定農家戸々の牛舎環境のものとは異なりま

す。普段から自分の牛舎の様子と検定成績表

のアメダス気象情報の関係を見ておくことが

大切です。

繁殖台帳Webシステム

気象は毎日変化していきます。月に一度の

検定日の気象情報の活用だけでは、やはり限

界があります。現在の乳用牛群検定は、繁殖

台帳Webシステムによりインターネット上で

検定データを活用できます。スマートフォン

やタブレットでも利用可能なものです。そこ

で、今後の予定としては、繁殖台帳Webシス

テムによるアメダス気象情報の配信を準備し

ています。

例えば、図５のような乳量と気温の関係を

農家ごとに知ることができるものです。その

他にも農家一戸一戸の気象の推移を、１年３６５

日毎日分の閲覧機能や、検定日にこだわらな

いリアルタイムに近いデータ更新などを計画

しています。

一部地域ではアメダス気象情報が検定成績

（図４）牛群検定とアメダス気象情報の連携 （図５）あなたの牧場の気候
（気温と降水量のグラフ（雨温図））案
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表に表示されませんが、繁殖台帳Webシステ

ムでは、全国すべての検定農家において気象

情報を利用できるように進めています。

気象情報の活用事例

（１）暑熱による採食量の低下

図６は採食量に暑熱の影響が現れる気温の

目安です。初産牛では平均気温が２３℃、経産

牛（２産以上）では平均気温２１℃を超えると

採食量に影響が出るといわれています。これ

は、「日本飼養標準乳牛」（中央畜産会）に示さ

れているもので、これまでも本誌を始め、い

ろいろな酪農雑誌で取り上げられています。

しかし、「平均気温」という概念は現実に

はとても難しいもので、２４時間の気温を常時

測定して初めて得られるものです。２４時間の

気温を自動記録する自記温度計のような特殊

な温度計を使わなければならず、一般農家で

は平均気温を知ることはできません。このた

め、送風扇による送風を開始する時期につい

ては平均気温２１℃以上と明確なのですが、平

均気温そのものを農家が知ることができない

ことから、その開始時期は千差万別でした。

これからは、検定成績表にアメダス気象情報

から平均気温が表示されるので、正しく送風

を開始できます。

前述したように、繁殖台帳Webシステムに

より毎日の気象情報の提供が開始できれば、

月一回の検定成績よりさらに正確な対応を取

ることが可能になります。

（２）暑熱による乳量の低下

同じく「日本飼養標準乳牛」によると、２４

～２７℃で乳量などの生産性が低下するとされ

ています。送風扇による送風の効果は、体感

温度を下げることにあります。乳牛の体感温

度は一般には、「気温－６�風速」という計

算式で表されます。すると、送風扇の出力が

一般的な風速である２m／sの風が牛に当たれ

ば、約８．５℃の気温を下げたことになります。

さて、気温が２４～２７℃というのは前述の採

食量低下の目安の気温を超えていますので、

当然送風扇は利用していることになります。

（図６）暑熱の影響（日本飼養標準―乳牛―2006年）
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そしてもう一つ大事なポイントがあります。

夜間涼しいときは、送風扇による送風を停止

して良いか、という課題です。「日本飼養標

準乳牛」では、夏季においても最低気温が

２２℃を下回れば、乳量減少が軽減されるとあ

ります。裏を返せば、最低気温が２２℃を上回っ

ていれば、夜間でも送風扇を停止してはいけ

ないことを示しています。この最低気温も２４

時間の気温を常時測定しなければ知ることが

できません。これからは検定成績表のアメダ

ス気象情報を活用して最低気温を知ることが

できるので夜間の送風扇の運転も正しい運用

が可能となります。無駄な電気代のカットに

もつながります。

ちなみに、前述のとおり送風扇の効果が体

感温度を約８．５℃下げるとすれば、３０．５℃（２２

＋８．５）という熱帯夜クラスでも、夜間の送風

扇による送風の効果があることになります。

（３）子牛の保温

乳牛はル－メンにより発酵熱を得られます

ので、寒さに強いといわれています。しかし、

子牛は異なります。子牛はル－メンが未発達

であるため寒さには大変弱いもので、その限

界温度は１３℃といわれています。特にカ－フ

ハッチなどにより、屋外で子牛を管理してい

る場合、検定成績表のアメダス気象情報によ

る最低気温が１３℃を下回ったら、ジャケット

を着用させるなどの何らかの対策が必要であ

ることになります。また、分娩房の気温も最

低１３℃必要ですから、アメダスの最低気温で

１３℃を下回るときは、分娩時に立会して羊水

を拭き取るなど保温に関する配慮が必要で

す。

（４）飼料作物

飼料用トウモロコシをはじめとする飼料作

物は気温の影響を大きく受けます。特にトウ

モロコシは、C４植物（光合成能率の高い植

物群）であるので感温性が高い作物です。平

均気温と積算温度を把握しなければ、播種の

時期どころか、適正品種を選ぶこともできま

せん。検定成績表の立会日だけの気象情報で

は積算気温までは計算できませんが、先に紹

介した繁殖台帳Webシステムでは計算が可能

となるよう計画しています。

また、日照時間不足や低気温による冷害な

ど、気象は大きく牧草を初めとする飼料作物

に影響を与えます。

おわりに

酪農において、明確に何度と示せないまで

も、気象に左右されることは前述以外にも多

数あります。夏季に増える体細胞数、春から

秋まで活発となるサシバエ、また日照時間は

泌乳ホルモンであるプロラクチンの分泌を大

きく左右させることなどが知られています。

気象情報が今後いろいろな面で応用されてい

くことが期待されます。

最後に繰り返しになりますが、アメダス気

象情報は、牧場とは離れた地点での情報です。

日ごろから、自分自身でも気温を測り、アメ

ダス気象情報との関係を常に把握することが

大切です。

（筆者：一般社団法人 家畜改良事業団 情報分析セ
ンタ－次長）



地域の概要

有限会社髙秀牧場（代表取締役：髙橋憲二

さん）のある千葉県いすみ市は、房総半島の

東部に位置し、平成１７年に夷隅郡夷隅町、大

原町、岬町が合併してできました。人口は４．２

万人。市の南方は丘陵地で、北東部は稲作と

併せて梨栽培をする兼業農家が見られます。

耕地面積３５７０haの８３％を水田が占めていま

す。

畜産農家は５５戸で酪農３２戸、養豚、肉牛が

各４戸、養鶏１５戸で、畜ふん堆肥を利用した

米や野菜の生産など、地域内で耕畜連携の取

り組みが進められています。

経営管理・生産技術の特色

【カナダ研修後、第２農場から出発】

髙秀牧場は当初千葉県八千代市で酪農を経

営していましたが、憲二さんの父が経営規模

拡大のため昭和５９年に千葉県夷隅郡夷隅町

（現いすみ市）に第２牧場を取得しました。

取得当初の第２牧場経営は憲二さんの実兄が

行っていましたが、昭和６３年に憲二さんがカ

ナダで２年３ヵ月の酪農研修中に知り合った

妻とともに引き継ぎ、独立しました。平成２

年に法人化。第１牧場は現在も八千代市で実

兄が経営しており、両農場はそれぞれ独立し

た経営となっています。

研修先のカナダでは、牛が大型でゆったり

した環境のなか事故の発生も少なく、良質な

牛乳を生産していることに感銘を受けた憲二

さんは、カナダのような循環型酪農経営の実

現を目指しました。

おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

中山間地域における国産飼料資源での自給率向上への挑戦
―地域農業とともに歩む循環型酪農と６次産業化の中で―

有限会社 髙秀牧場（酪農経営・千葉県いすみ市）
内田 賢一

平成２８年度全国優良畜産経営管理技術発表会で最優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞した
有限会社髙秀牧場の経営を紹介します。

はる か

髙橋憲二さんと長女の温香さん、妻の奈緒美さん
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経
営
概
要

労働力員数
（畜産・2000hr換算）

家族・構成員 2.4人

雇用・従業員 7.3人
経産牛平均飼養頭数 96頭
飼料生産 実面積 1,500a
年間総販売乳量 864,240㎏
年間子牛販売頭数 52頭
年間肥育牛販売頭数 15頭

収
益
性

所 得 率※ 12.7％
経産牛１頭当たり生産費用 702,641円

生 

産 

性

牛
乳
生
産

経産牛１頭当たり年間産乳量 9,003㎏
平均分娩間隔 15ヵ月
受胎に要した種付回数 3.3回
平均産次数（期首） 2.5産
平均産次数（期末） 2.8産
牛乳１kg当たり平均価格 107円
牛乳１kg当たり生産費 88円
乳飼比（育成・その他含む） 36.4%
乳　脂　率 3.49％
乳蛋白質率 3.32%
無脂乳固形分率 8.85％

体 細 胞 数 16.6万個／
ml

借入地依存率 0％
飼料ＴＤＮ自給率 71％
乳飼比（育成・その他含む） 35.9％

※加工部門も含めた所得率（酪農部門は18.0%）

022_事00_髙秀牧場.indd   23 2016/11/28   9:31:28

【良質な牛乳生産のための長命連産を目指し

た牛群改良】

牧場開始と同時に牛群検定を始め、飼育牛

の能力改良と飼料給与技術の改善に取り組み

始めました。当時普及が始まったばかりのパ

ソコンも導入、牛群検定成績の分析や飼料給

与診断、経営管理に取り組み、経営内容を把

握・分析しました。牛群改良は泌乳能力の改

良と併せて、長命連産できる体型（強い肢蹄、

乳器、フレームサイズ）を目指しました。

平成２年には改良に熱心な仲間５人でシン

ジケートも立ち上げ、北海道から今後の改良

の中心となる「スティルブロー TT アイデ

ナET」を導入。受精卵移植による改良を進め

ました。種雄牛は、家畜改良事業団の乳用種

雄牛評価成績をもとに精液を選択し、体型改

良を重視し泌乳能力の改良を進めました。こ

の結果、平成３年には県代表として関東や全

日本乳牛共進会に育成牛が出品できるまでに

なりました。

一方経産牛は体格改良が不十分だったた

め、骨格づくりを重視し、海外輸入精液の利

用を開始。現在は体格も大きくなり、

乳量１万kg超えでも体力のある丈夫な

牛に育っています。３０５日補正乳量は

１万１８６９kg／年、乳脂肪率３．４９％、乳

タンパク率３．３２％と県内でトップクラ

スの成績で、体格得点も８６点と、能力・

体型ともにバランスよく改良されてい

ます。

【良質な自給飼料と乳牛にやさしい飼

育環境の改善】

昭和６０年代から、粗飼料を輸入乾草

に依存する酪農経営が多くなりました

が、髙秀牧場では自給飼料の必要性を

感じ、夏作トウモロコシ、冬作イタリ

アンライグラスを中心に作付けを行い

ました。特に草種や品種の選定、収穫

時期による品質に注意して栽培管理を

行い、輸入飼料以上の品質を確保して

きました。収穫後は半地下コンクリー

トサイロに貯蔵し、サイロクレーンに

よる自動の取り出しで省力化を図って

（表１）経営実績（平成２７年）
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います。粗飼料の５０％程度を高品質な自給飼

料でまかなえるようになり、コスト低減に加

え乳牛の能力も無理なく引き出せる状況とな

りました。

また、牛舎は高台にあり風通しは比較的良

いものの、夏季の高温多湿に対応して経産牛

５頭に１台の扇風機を導入、窓等を外し解放

部を増やしました。平成１２年には増頭で牛舎

を延長、ストールを増やし（搾乳ストール６６

頭＋分娩房４）、乾乳用のバーンも新設しま

した。改築とともに空気の流れを考えて既存

牛舎の壁を可能な限り取り除き、扇風機も４

頭に１台になるよう増やしました。平成１４年

には細霧システムを導入、牛舎内温度を２℃

程度下げ、牛の呼吸状態も落ち着いています。

【稲WCS・飼料用米を活用した飼料給与】

平成２４年から米政策の流れに乗って地域の

稲作農家が積極的に稲WCSや飼料用米を栽培

したため、地域内で生産される自給飼料が急

激に増加。これに伴い稲WCSや飼料用米を積

極的に利用する給与形態に変更しました。し

かし平成２７年に飼料用米が必要以上集まり最

高７kg給与の飼料設計を試みましたが、ルー

メンの発酵状態が不安定になり、飼料用米使

用量を４kgまで下げました。現在は自給割合

を高めながら、稲WCS、トウモロコシサイレー

ジ、イタリアンサイレージ、飼料用米を主体

に、ビール粕類等の製造粕を組み合わせ給与。

今年３月からはTMRミキサーを導入しTMR給与

へ切り替えました。今後も稲WCSの切断長や

飼料米の粉砕程度を検討しながら、最大限利用

できる飼料メニューの確立を目指しています。

【チーズ部門の導入―６次産業化へのチャレ

ンジ―】

生乳生産では、直接消費者に提供できる製

品がないため、直接販売で消費者の声が聞こ

える製品づくりとしてチーズ作りを決断しま

した。しかし自分は専門的な知識がないため、

全国に公募してチーズ職人を採用。平成２４年

秋にチーズ工房を建設しチーズ部門を任せて

います。

その後平成２６年に「ジャパンチーズアワー

ド２０１４」でフレッシュチーズ「まきばの太

陽」が金賞を受賞。翌２７年フランスのツール

で開催された「モンディアルドゥフロマー

ジュ」で、ブルーチーズ「草原の青空」が

トップ賞の「SUPER－GOLD－MEDAL」を受賞。

全国的にも工房の知名度が上がり、牧場への

来訪者が増えました。

【水田を活用した飼料自給率１００％への挑戦】

稲刈り後の水田利用も畜産側から働きかけ

し、裏作でイタリアンライグラスの作付けを

提案。水田農家には二毛作助成金が入り、畜

産農家には肥料成分の低い牧草が入手できる

牛舎内部
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Win Winの関係が構築できました。また、自

ら取り組んできた飼料用トウモロコシや牧草

等の自給飼料と合わせ、飼料用米を濃厚飼料

の一部に代替することで、県内でも最も高い

飼料自給率７５％を実現しています。

TMRセンター、コントラクター、
耕畜連携等の活用状況

【稲WCS収穫調製作業を担うコントラクター組織】

利用するコントラクター組織は憲二さんが

会長となり酪農家５戸で組織する「有限会社ア

イデナエンタープライズ」と、稲作農家６戸で

組織する「上総中川地区飼料作物生産組合」

の２組織があります。「アイデナエンタープラ

イズ」は平成９年に法人化し、発足当初は畜

産環境問題を解決するための組織でしたが、

平成２２年以降稲WCSの収穫・調製作業に取り

組んでいます。しかし酪農家の規模拡大が進

むとともに、稲WCSの収穫時期が他の作業と

競合し、牛群の管理にも支障をきたすように

なったため、平成２５年に稲作農家６戸で稲WCS

の収穫・調製作業と牧草（えん麦、イタリア

ンの二毛作）の播種を請け負うコントラク

ター組織「上総中川地区飼料作物生産組合」

が設立され、耕畜連携体制が強化されました。

地域に対する貢献

【酪農仲間で作った㈲アイデナエンタープラ

イズ―耕種農家との連携によるふん尿処理対

策―】

平成２年に酪農仲間５人で、優良供卵牛を

導入するための任意組織「アイデナシンジ

ケート」を立ち上げ、北海道から受精卵の採

卵素牛を導入し、受精卵移植を開始しました

が、平成９年には同組織を法人化し「有限会

社アイデナエンタープライズ」に改名。規模

拡大とともに問題となりつつあったふん尿処

理を解決するため、補助事業を活用して５戸

共同の堆肥処理施設を建設した。液肥処理用

ラグーンを設置し、有効微生物を利用した堆

肥・液肥を生産、畜産環境の改善を図りまし

た。役員には女性も登用しました。

生産された堆肥や液肥は、地域の農産物へ

の品質向上効果が確認されたほか、臭いやハ

エなど衛生害虫の発生も低下させる活性資材

として活用され、地域内だけでなく関東近県

稲WCS チーズセット
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へも発送され、利用者も増えています。

【消費者との交流―酪農経営応援団を広める

活動―】

加入する千葉北部酪農組合は、酪農家と生

協組合員が構成員となる特殊な形態を持つ組

合でしたが、生産者と消費者の距離が近く、

組合の行事として定期的な牧場訪問が行われ

ています。髙秀牧場では見晴らしの良い場所

にバーベキュースペースや休憩用の椅子を設

置したほか、来訪者に経営内容や酪農、地域

の現状を積極的に話し、酪農や夷隅地域の理

解を深めています。

またチーズ工房のほか、平成２８年にはアイ

スクリーム工房も開設、新たな交流スペース

として来訪者が増えています。消費者とのつ

ながりが酪農の応援団を増やし、地域農業の

活性化につながると信じて、農場イベントや

地域イベントにも取り組んでいます。

生活視点の配慮

結婚当初から夫婦で協力し話し合いながら

経営に取り組んできました。動物を相手にす

る職業のため突発的な出来事にも、２４時間必

ず一人は家にいて対応する必要があり、お互

いの信頼関係と周囲の仲間等に支えられなが

ら経営に取り組み、助け合いながら経営発展

に努めてきました。

子どもたちには小学生になると哺育や子牛

の管理等の仕事を与え、遅く帰っても自分の

仕事をやり遂げ、酪農経営では家族の協力が

不可欠であることを肌で感じ取るよう育てて

きました。

現在は長女が２年前にカナダの研修から帰

りチーズ・アイスクリーム部門の担当として

就農。次男も将来の牧場経営を目指し大学卒

業後、カナダで研修を予定しています。

図 ㈲髙秀牧場と㈲アイデナエンタープライズ
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規模拡大とともに牧場スタッフも募集し、

現在６人が働いています。従業員は単なる働

き手ではなく、酪農経営を担う仲間として月

１回の経営会議等で自由に意見交換し、働き

やすい職場づくりの一翼を担っています。

従業員には将来農場経営や加工部門等で独

立を希望する者もいるため、研修やコンペ等

への参加を後押しし、独立するための支援を

重ねています。福利厚生は月に６日の休日、

１日８時間２交代制の労働、社会保険など働

きやすい環境を整備しています。

将来の方向

【消費者との交流と信頼関係の構築―酪農を

支える応援団を広める活動―】

生乳出荷先の千葉北部酪農組合を通じ知り

合った生協組合員を中心に、消費者との信頼

構築、酪農応援団の広がりを進めています。

NonGMOのトウモロコシ利用や、地域や自家生

産飼料を５０％以上使用することで安心・安全

を提供するほか、牧場見学・意見交換等を通

して酪農理解醸成を図り、消費者に支えられ

る酪農経営を目指しています。

また、県内酪農生産者が５００戸台に減少す

るなか、アウトソーシングできる部分（トウ

モロコシや稲WCS等の粗飼料生産、TMR等の飼

料、ふん尿処理や堆肥等の販売）の連携など、

さまざまな階層の酪農家とのつながりを模索

しながら、地域の中で必要となる酪農経営を

目指しています。

酪農家が減少する中で研修生（新規就農希

望者）や雇用者を将来の酪農仲間として育

て、酪農産業を盛り上げています。

【今後の経営計画】

次男が３年後の就農を予定、６年後には新

牛舎を建設して経産牛１５０頭への規模拡大を

計画しています。牛群を生かした体格得点９０

点以上への改良や、飼料給与の改善等で年間

乳量１万５０００kgを目指したいとのこと。

地域の仲間とともにいすみ地域の農業の活

性化並びに酪農産業を盛り上げたい。牧場で

はチーズ、アイスクリーム・カフェ部門を独

立させ、地域のために消費者や都市住民を呼

び込む拠点施設として役立てたいと憲二さ

ん。ゆとりを持った酪農経営、地域の飼料資

源を十分に活用したさらなる循環型酪農経営

の確立を目指しています。

また、県・市、配合飼料メーカー等関係団

体からの支援活動によって、飼料自給率の向

上、畜産農家と耕種農家の耕畜連携の強化、

水田の利活用による地域農業の活性化、６産

業化の取り組みが進められ、地域において髙

秀牧場が中心となって「循環型酪農経営」の

システムの構築に取り組んでいます。

（筆者：（一社）千葉県配合飼料価格安定基金協会参与）

地元の食材をふんだんに取り入れたジェラート
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１ 事業の目的
負債の償還に支障を来している経営や家畜伝染病発生による深刻な影響を受けた経営に対する

低利資金の円滑な融通を支援する。また、多額の資金を必要とする畜産経営の円滑な資金調達に
資するために、動産担保融資の導入に向けた環境整備を支援する。
２ 事業の内容
（１）畜産特別資金（大家畜・養豚特別支援資金）

負債の償還が困難な畜産経営に対し、長期・低利の借換資金を融通するとともに、経営改
善指導及び債務保証に対する支援を行う。
・貸付条件（利率は平成２９年１月２３日現在）

経営改善資金 経営継承資金
一 般 特 認 残高借換

償 還 期 限 大 家 畜 １５年以内 ２５年以内
養 豚 ７年以内 １５年以内

うち据置期間 ３年以内 ５年以内
貸 付 利 率 ０．３０％以内

注：残高借換を行うことができるのは平成２９年度のみ。
・融資枠（平成２５～２９年度）５００億円（大家畜４５０億円、養豚５０億円）
・融資機関 農協、農協連、農林中央金庫、銀行等

（２）家畜疾病経営維持資金
口蹄疫等の家畜伝染病発生により深刻な影響を受けた畜産経営に対し、経営再開等に必要

な低利資金を融通。
・貸付条件（利率は平成２９年１月２３日現在）

経営再開資金 経営継続資金 経営維持資金
貸付限度額 個人：２，０００万円

法人：８，０００万円
（１頭当たり，１００羽当たり）
乳用牛１３万円、肥育牛１３万円、繁殖用雌牛６５千円、肥
育豚１３千円、繁殖豚２６千円、家きん５２千円、繁殖用め
ん羊及び山羊１３千円

（１００羽当たり）
家きん５２千円

償 還 期 限 ５年以内 ３年以内
据置期間 ２年以内 １年以内

貸 付 利 率 ０．８００％以内 ０．６４６４％以内
・融資枠（平成２９～３３年度） ５０億円
・融資機関 農協、農協連、農林中央金庫、銀行等

（３）畜産動産担保融資導入推進事業
畜産動産担保融資を利用できる環境整備を進めるため、課題等の検討及びモデル実証事業

等の取組みについて支援を行う。
・事業実施期間：平成２９～３１年度

３ 事業実施主体 （１）及び（２）は（公社）中央畜産会、（３）は民間団体
４ 所要額 １，３２６百万円

（問い合わせ先 農林水産省生産局畜産部畜産企画課 伊藤、福留、眞壁）

平成２９年度 畜産特別支援資金融通事業について
農林水産省生産局畜産部畜産企画課

行行政政のの窓窓
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注１：牛肉・稲わらからの暫定規制値等を超えるセシウム検出に関する緊急対応策のうち肥育経営の支援対策（特例措置）として、肉用牛
肥育経営安定特別対策事業の平成２３年度第２四半期以降の補塡金について、月毎に支払う方式としています。

注２：平成26年度より、四半期の最終月以外に販売された交付対象牛について、肥育牛補塡金の概算払を行うこととしています。精算払
については、四半期の最終月の補塡金交付とあわせて行います。

注３：概算払は、配合飼料価格安定制度の当該四半期の補塡金がないと仮定して計算した額より4,000円／頭を控除した額としています。
ただし、控除した額が1,000円／頭未満の場合は概算払を行いません。なお、配合飼料価格安定制度の補塡状況については、下記の
ホームページをご参照ください。
一般社団法人全国配合飼料供給安定基金（http://www.esakikin.or.jp/new.html）
一般社団法人全国畜産配合飼料価格安定基金（http://www.tikusankikin.com/hotenkin/index.html#01）
一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金（http://www.zennikki.or.jp/）

注４：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。
注５：生産コストには物財費及び労働費等に加え、平成２５年７月分からと畜経費を算入しています。
注６：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

各種補塡金・交付金単価の公表について

（表１）全国

販売月 肉専用種
（地域算定県を除く） 交雑種 乳用種

平成２８年１０月確定値
（概算払）

―
（―）

―
（―）

４５，３００円
（４１，３００円）

１１月確定値
（概算払）

―
（―）

６，２００円
（２，２００円）

５１，５００円
（４７，５００円）

１２月確定値 ― ― ６１，１００円

１．肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の補塡金単価について〔平成２８年１０・１１・１２月分〕

平成２８年１０・１１・１２月に販売された交付対象牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実
施要綱（平成２８年３月２５日付け２７農畜機第５５８３号）第６の９の補塡金単価（確定値）については、
下記のとおりです。
なお、平成２８年１０・１１月に販売された交付対象牛に適用する同要綱附則１０の精算払の額につい

ては、下記の確定値と概算払の補塡金単価の差額となります。

記

（表２）地域算定県（肉専用種）※
販売月 岩手県（日本短角種）広島県福岡県佐賀県長崎県熊本県大分県宮崎県 鹿児島県 沖縄県

平成２８年１０月確定値
（概算払） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

１１月確定値
（概算払）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

１２月確定値 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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２．肉用子牛の平均売買価格及び生産者補給金交付単価〔平成２８年度第３四半期〕

農林水産省は、平成２９年１月２０日官報で、肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８
号）に基づく肉用子牛生産者補給金制度の平成２８年度第３四半期（平成２８年１０月から１２月まで）
の平均売買価格及び補給金単価を表３の通り公表しました。

（表３）肉用子牛の平均売買価格及び補給金単価 単位：円／頭

黒毛和種 褐毛和種 その他の
肉専用種 乳用種 交雑種

保証基準価格 ３３７，０００ ３０７，０００ ２２０，０００ １３３，０００ ２０５，０００
合理化目標価格 ２８０，０００ ２５７，０００ １４９，０００ ９０，０００ １４７，０００
２８年度
第３四半期

平均売買価格 ８４９，２００ ８２９，９００ ３７２，５００ ２０８，６００ ４１７，９００
補給金単価 ― ― ― ― ―

３．肉用牛繁殖経営支援事業に係る四半期別品種区分別支援交付金単価〔平成２８年度第３四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２８年度第３四半期における販売又は自家保留された肉用子牛に
係る肉用牛繁殖経営支援事業実施要綱第３の４の⑴に規定する支援交付金の単価を表４の通り公
表しました。

（表４）肉用子牛の平均売買価格及び支援交付金単価 単位：円／頭
区 分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種

①保証基準価格 ３３７，０００ ３０７，０００ ２２０，０００
②２８年度第３四半期平均売買価格 ８４９，２００ ８２９，９００ ３７２，５００
③発動基準 ４５０，０００ ４１０，０００ ２９０，０００
④支援交付金単価
（③－②（②＜①の場合は①））�３／４ ― ― ―

注：１００円未満切り捨て

４．養豚経営安定対策事業の養豚補塡金単価〔平成２８年度第１・２・３四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２８年度第１・２・３四半期に販売された交付対象の事業対象肉
豚に適用する養豚経営安定対策事業実施要綱第４の２の⑺のアのアの養豚補塡金単価を表５の通
り公表しました。

（表５）養豚補塡金単価の算定 単位：円／頭
平均粗収益 A ３７，４６２
平均生産コスト B ３２，６７０
差額 C＝A－B ４，７９２
補塡金単価 C╳０．８ （注） A＞B 補塡なし
注１：補塡金単価（概算払）は、配合飼料価格安定制度の変更に伴い、平成２６年度から当該四半期（通期算定

にあっては最後の四半期）の補塡金がないと仮定して算定しています。なお、１００円未満の場合は概算
払を行いません。

注２：平成２６年度第１四半期分から、消費税抜きで算定しています。
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20cm

はじめに

弾性ポールを利用した新たなタイプの電気柵

野生鳥獣による本県農林作物等の被害額は、平成２７年度で約６億２０００万円となっており、
このうち飼料作物では約１億９００万円と作物の中で３番目に多くなっています。
本県では、鳥獣被害対策支援センターや各地域の鳥獣被害対策特命チームを中心として、

集落でのシカやイノシシ、サルなどの追い払いや補助事業による防護柵の整備等を推進して
います。
こうした中、畜産試験場では、園芸用弾性ポール等、安価な資材を活用した新たなタイプ

の電気柵を場内の飼料作物圃場に設置し、被害軽減効果の調査を行っています。
飼料用トウモロコシ圃場において、被害の軽減効果が確認されましたので、紹介します。

新たなタイプの電気柵設置には、市販の園芸用弾性ポールや結束バンド等の安価な資材を
使用しています。弾性ポールはFRP製で絶縁性があることから、電線を直接つなぐことがで

きるため、支柱と碍子が不要となります。
表１に示したとおり、耐用年数を５年とした場合の

換算経費は、１０a当たり年間６３００円程度に抑えられて
います。

安価な資材を活用した新たなタイプの獣害対策用電気柵
宮崎県畜産試験場 森 徹

図１ 新たなタイプの電気柵（イメージ）

資機材 規格等 １０a当たり年間費用
（円）

弾性ポール φ６．５mm�３mm ７３９

結束バンド 幅２．２mm、長さ８０mm
（耐候性） ５３

電気柵本体 ソーラータイプ １３３５
電線 ５００m巻き ６６７
防草シート 幅１m、長さ５０m ２０６７
ピン（防草シート固定用）傘型ストッパー式 １１２８
テスター 電圧デジタル表示式 ２５９
除草剤 液剤 ７４

合 計 ６３２２
注）平成２５年度設置時の費用を基に試算

表１ 新タイプ獣害対策電気柵設置費用【耐用年数５年で試算】

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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新たなタイプの電気柵設置による獣被害の軽減効果

区分 播種時期 熟期
乾物収量

（ホールクロップ）
（kg／１０a）

TDN収量
（ホールクロップ）
（kg／１０a）

注①
乾物雌穂収量
（kg／１０a）

注②
雌穂食害個体数
（個体数／１０a）

注③
雌穂食害率
（％）

電気柵設置区
（試験区） H２７．４．１６ 糊熟

（後期）
１，０６１ ７８０ ４２６ － －

無設置区
（対照区） ７４９ ５４９ ３６０ ５３４ ７．２

比率【無設置区／電気柵設置区＊１００】 ７０．６ ７０．５ ８４．４ － －
注）①雌穂：子実＋穂軸＋包皮

②雌穂食害個体数：野生獣による
雌穂への食害が確認された個体数

③雌穂食害率：生育個体数に対する雌穂食害個体数の割合

表２ 新タイプ獣害対策電気柵設置試験結果【飼料用トウモロコシ圃場：H２７．８／１０調査】

※約３０％の減収

おわりに

（著者；宮崎県畜産試験場 酪農飼料部 特別研究員兼副部長）

（１）調査圃場の状況
電気柵を設置していない飼料用

トウモロコシ圃場には、播種する
前の早い時期からシカ等の野生獣
が多数侵入していました。
（２）被害軽減効果
表２は、電気柵を設置した区と

設置しなかった区の収量等を調査
した結果です。
電気柵を設置しなかった区では、乾物やTDNの減収が著しく、設置した区よりも約３０％、

収量が低い結果となりました。
また、雌穂の収量や食害の状況を見ると、乾物やTDNの収量が大きく減収したほどの収量

の差はありませんでしたが、このことに関しては、野生獣による雌穂への直接的な食害だけ
でなく、作物を押し倒したり、折損させたりすること等による被害の程度が意外に大きく、
結果として全体収量の著しい減収につながったのではないかと考えています。
いずれにせよ、安価な資材を使用した電気柵でも、被害の軽減効果が高いことが分かりま

した。

今回、紹介した電気柵は、設置コストが低く抑えられるとともに、被害軽減効果が期待で
きる方式であると言えます。
設置効果が十分に発揮されるためには、漏電を防ぐための除草や電線の切れ等が無いかの

点検等、こまめな管理も必要です。

写真１ 無設置圃場へのシカ
の侵入

写真２ 食害や倒伏、折損の
被害が甚大（収穫直前）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●
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